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昭和町広報
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(2) 

厳
し
い
財
政
運
営
の
な
か

主
要
事
業
の
効
率
的
配
分
で
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

三
月
十
二
日
か
ら
八
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
三
月
定

例
議
会
は
、
十
三
億
六
千
四
百
八
十
六
万
円
に
の
ぼ
る
新
年
度

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
二
つ
の
特
別
会
計
予
算
な
ど
十
七

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
可
決
き
れ
た
新
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

宇
?
し
ょ
、
っ
。

報広町

一
般
会
計
予
算
十
三
億
六
千
五
百
万
円

下
手
七
三
、

口
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六
町
の
増

二
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
を
経
て

我
が
国
経
済
は
、
高
成
長
か
ら
安
定

成
長
の
経
済
へ
と
移
行
し
た
が
、
高

成
長
時
に
拡
大
し
た
今
日
の
行
財
政

は
、
財
政
収
支
の
不
均
衡
が
生
じ
て

和昭

町民 1人当りの町税

66，043円

町 す政い

字ゑ υ 車三
算占 がめ
もっ 緊
、な急国
行状課
政況 題地
全下 と方
般に さを
にお れ通
わい てじ
た て い行ニ
る本 ま財

自動車取得税交付金、地方譲与税
25，000千円 1.8% 

見
直
し
を
図
り
、
徹
底
し
た
経
費
の

節
減
合
理
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

要
請
さ
れ
る
施
策
に
つ
い
て
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

本
年
度

一
般
会
計
予
算
規
模
は
、

十
三
億
六
千
四
百
八
十
六
万
円
で
昨

年
当
初
よ
り
四
千
七
百
六
十
三
万
円
、

三
、
六
軒
の
増
と
な
り
ま
す
が
、
事

業
面
は
継
続
事
業
を
中
心
に
予
算
化

し
て
極
力
押
え
た
ほ
か
、
五
十
九
年

に
は
開
校
予
定
の
第
二
小
学
校
建
設

に
対
す
る
財
源
確
保
を
考
慮
し
て
編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。頂

周
こ
申
、
、
る
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回
脚
本
駐

園
今
年
度
予
算
の
歳
入
は
、
グ
ラ
フ

を
参
照
し
て
い
た
だ
け
ば
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
歳
入
に
占
め

る
割
合
が
、
町
税
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
主
た
る
財
源
で
あ
る

町
税
は
、
こ
こ
数
年
順
調
な
伸
び
を

示
し
、
昨
年
度
よ
り
一
億
四
千
万
円

その他
8，663千円0.7%

法
人
税
は
実
に
八
二
、

O
軒
の
増

増
の
五
億
九
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

ご
す
。
町
税
収
入
は
ど
れ
も
一
ニ

O
計

近
い
伸
ぴ
を
示
し
て
い
る
中
で
、
特

に
法
人
町
民
税
は
八
一
、
八
行
増
と

著
し
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て
も
当
初

三

0
・
七
切
れ
増
の
伸
び
を
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
か
な
り
の

税
収
が
予
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
増

収
の
要
因
と
し
て
は
、
国
母
、
釜
無

両
工
業
団
地
の
企
業
の
一
部
操
業
開

始
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
こ
れ
か

ら
先
も
六
十
年
の
全
社
操
業
に
向
け
、

か
な
り
の
税
収
が
期
待
き
れ
ま
す
。

一
方
、
町
税
な
ど
の
伸
ぴ
に
反
比

例
し
て
、
地
方
交
付
税
は
昨
年
よ
り

四
千
三
百
五
十
万
円
少
な
い
三
億
六

百
五
十
万
円
を
計
上
。
さ
ら
に
、
各

種
事
業
の
補
助
金
や
負
担
金
な
ど
、

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
が
二
億
七
千

八
百
七
十
五
万
円
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
必
要
と



す
る
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
ら
れ
る
用
地
取
得
及
ぴ
造
成
等
で
多
額
の
起

町
債
、
い
わ
ゆ
る
町
の
借
金
が
六
千
債
が
予
想
さ
れ
る
た
め
極
力
抑
え
た

七
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
め
で
あ
り
、
起
債
の
内
容
と
し
て

特
に
、
町
債
に
お
い
て
は
今
年
度
は
、
地
方
病
溝
き
ょ
改
良
事
業
、
道

昨
年
当
初
よ
り
九
千
二
百
万
円
を
減
路
整
備
、
都
市
計
画
事
業
が
そ
の
ほ

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
小
学
校
と
ん
ど
で
す
。

岡
田
小
学
校
フ
!
ル
建
設
や
道
路
網
整
備
な
ど

田
園
第
二
小
学
校
用
地
費
は
補
正
計
上
で

本
年
度
、
王
な
事
業
と
し
て
は
ま
す
、

第
二
小
学
校
の
用
地
取
得
及
び
造
成

事
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
現
段
階

で
は
具
体
的
内
容
が
決
ま
ら
な
い
た

め
、
当
初
予
算
に
は
調
査
関
係
予
算

と
用
地
取
得
経
費
予
算
の
計
上
の
み

で
す
。
用
地
選
定
を
早
急
に
進
め
、

具
体
的
な
内
容
が
決
ま
り
次
第
補
正

報

その他
19.875千円1.4%

広町和昭(3) 

で
事
業
費
を
組
み
、
今
年
度
か
ら
二

か
年
の
継
続
事
業
と
し
て
昭
和
五
十

九
年
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

次
に
、
大
き
な
事
業
と
し
て
小
学

校
プ
ー
ル
建
設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
プ

l
ル
は
耐
用
年
数
を
相
当

数
経
過
し
て
い
る
う
え
、
漏
水
す
る

た
め
、
建
設
場
所
を
小
学
校
地
内
に

移
し
、
七
月
に
は
使
用
で
き
る
よ
う

近
代
的
プ
ー
ル
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

継
続
事
業
の
う
ち
今
年
度
四
年
目

に
入
る
地
籍
調
査
は
、
西
条
一
区
、

二
区
の
二
百
ほ
を
実
施
す
る
た
め
事

業
費
は
大
幅
増
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
併
行
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
道

路
台
帳
整
備
も
、
今
年
度
二
十
二
日

を
実
施
し
て
土
地
の
明
確
化
を
図
り

ま
す
。産

業
発
展
に
か
か
せ
な
い
道
路
網

整
備
も
精
力
的
に
進
め
て
い
く
計
画

で
、
町
道
昭
和
玉
穂
線
や
昭
和
七
、

一
、
九
号
線
の
改
良
事
業
、
清
水
新

居
小
松
田
線
ほ
か
五
路
線
の
整
備
、

ま
た
、
千
九
百
八
十
三
灯
の
農
道
整

備
も
進
め
ま
す
。
町
計
画
街
路
上
石

田
一
丁
目
西
条
線
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
の
決
定
後
追
加
補
正
し
て
事
業

を
進
め
る
計
画
で
す
。

大
規
模
地
震
対
策
と
し
て
今
年
も

各
種
の
整
備
を
進
め
て
い
主
￥
子
が
、

今
年
度
は
昨
年
一
基
の
道
路
用
防
火

水
槽
を
三
基
設
置
、
動
力
ポ
ン
プ
や

避
難
地
用
発
電
機
の
購
入
、
ま
た
、

昨
年
に
引
き
続
き
家
庭
用
ガ
ス
し
ゃ

断
器
五
百
戸
分
を
助
成
し
ま
す
。
昨

年
莫
大
な
費
用
を
投
入
し
た
防
災
無

線
が
本
年
度
開
局
と
な
り
ま
す
が
、

施
設
整
備
を
進
め
て
も
町
民
各
位
の

心
掛
け
が
大
切
で
す
。
今
後
は
自
主

防
災
組
織
の
充
実
と
訓
練
を
重
ね
、

な
お
い
っ
そ
う
防
災
対
策
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
町
内
ゴ
ミ
収
集
小
屋

五
十
か
所
分
の
作
成
費
助
成
、
中
学

校
パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
張
替
工
事
、
シ
ネ

ス
コ
映
写
の
出
来
る
性
能
の
よ
い
十

六
ミ
リ
映
写
機
の
購
入
、
各
種
ス
ポ

ー
ツ
教
室
や
学
級
講
座
を
開
講
し
社

会
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

以
上
、
主
な
事
業
だ
け
を
取
り
上

げ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
き
め

細
か
な
施
策
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す。

特別会計予算

歳 入 歳 出

国庫支出金 161，030 保険給付費 268，381 

国民健康関朝見 115，044 総務費 10，084 

繰越金 10，000 予 備 費 8，329 

県支出金 1，341 保険施設費 1，822 

その他 2，752 その他 1，551 

*，1$: 客買 290，167 総額 290，167

(単位:千円)国民健康保険

(単位:千円)

歳 入 歳 出

繰越金 1，064 渇水対策費 6，590 

諸収入 8，000 予備費 2，474 

総額 9，064 総額 9，064 

渇水対策事業

得今、b

その他
40，634円

町民 1人当りの支出 152，806円
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公債費
17，958円

教育費
19，709円

土 木 費
33，293円
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今
年
度
目
標
面
積
は
百
十
六
、

九
ヘ
ク
タ
ー
ル

農
家
の
み
な
さ
ん

目
標
達
成
に
ご
協
力
を

昨
杭
五
十
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
水
田
利
用
再
編
第
二
期
対
策
は
、

今
年
で
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
度
本
町
に
示
さ
れ
た
目
標
面
積
は
、
昨
年
と
同
面
積
の
百
十
六
、
九
ゆ
げ

で
す
。
昨
年
は
九
十
四
、
五
行
と
目
標
面
積
に
も
つ
一
歩
で
し
た
が
、
今
年
度

は
百
軒
達
成
に
む
け
、
農
家
の
み
な
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

報広

指
定
作
物
に
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
が
決
定

町

水
田
利
用
再
編
対
策
は
稲
の
生
産

を
計
画
的
に
調
整
し
、
必
要
性
の
高

和昭

助役に泉幸弘氏が就任

弘
。
今
ら

幸
た
、
か

泉
し
め
れ

、
ま
た
こ

日
し
る

日
任
す
で

月
就
処
の

3
に
対
も

。

、
役
に
た
す

て
助
務
け
ま

得
が
業
設
れ

を
氏
方
を
さ

意
)
地
ト
待

同
長
る
ス
期

の
課
す
ポ
が

会
務
化
く
躍

議
総
様
し
活

町
元
多
新
の

(

回

先

い
作
物
へ
の
転
作
推
進
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
三
年
間
を

一
期
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
第
二
期
対
策
の
中
間
年
と

し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す

私
こ
と
、
こ
の
度
三
月
の
定
例
議

会
に
お
い
て
、
町
長
の
推
せ
ん
を
受

け
、
議
会
の
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、

三
月
十
三
日
付
を
も
っ
て
助
役
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
身
に
余
る
光

栄
と
思
う
と
と
も
に
、
そ
の
職
務
の

重
大
な
る
こ
と
を
痛
戚
宜
9
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

が
、
本
町
に
示
き
れ
た
目
標
面
積
達

成
の
た
め
、
専
業
、
兼
業
農
家
を
と

わ
ず
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
標
の
達
成
を
図
る

た
め
、
国
や
町
で
も
別
表
の
よ
う
に

奨
励
作
物
を
指
定
し
、
奨
励
補
助
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
今
年

度
計
画
書
は
農
事
組
合
長
を
通
じ
て

配
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入

の
う
え
農
事
組
合
長
か
役
場
経
済
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
は
町
長
の
補
佐
役
と
し
て

現
在
の
昭
和
町
に
お
け
る
幾
多
の

重
要
課
題
の
処
理
を
は
じ
め
、
県
都

甲
府
市
に
隣
接
す
る
本
町
を
進
展

さ
せ
る
た
め
の
原
動
力
と
な
り
、

将
来
展
望
に
た
っ
て
の
町
勢
発
展

の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
鋭
意
努
力

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
内
各
機
関
の
方
々
を
は
じ
内

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
旧
に
倍
し
て
ご
指
導
と

ご
鞭
捷
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申

し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

奨励補助金の種類と額
lOa当り

←一一一 国交付金一一→ ←一一一町交付金一一一一→

干垂 矧基 本 吉良 計画加算額 I'!ltITi肋輔副町加算金釘l 託 アスハヴ輯宇

特定作物

(大飼豆料、糊麦) 
48，000 13，500 10，000 10，000 

永年性側

(カキ、モモ 48，000 13，500 10，000 10，000 

クワ、リンゴ

一般野菜 28，000 3年問こl世る

10，000 7，500 10，000 5，000 

他雌興糊)(33，000) 

農協1((託 制使t出品白

(保全管理) 33，000 10，000 10，000 5，000 

〔町j交付金〕

(l町加算金:個人的に割当以上達成された場合で割当以上分につい

(2 m  託 一実1て0施般a10野者当a全菜り5員対当，0に象∞りつの円1いアOをて，ス上o1パo0乗oラaせF転当j交の作1)付5に上，0つ∞乗い円せてをは交限同度付ーとはし場てに除つ草き剤3を年交間付
(:17スハラ制下

な
お
別
表
奨
励
金
の
う
ち
、
一
般

野
菜
の
中
に
は
地
域
振
興
作
物
加
算

制
度
が
あ
り
、
十
バ
当
り
五
千
円
が

上
乗
せ
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
作

物
に
つ
い
て
は
昨
年
と
同
様
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
決
定
し
ま
し
た
。

区
の
常
設
役
員
等

の
選
任
及
び
変
更

四
月
一
日
付
で
、
一
部
の
区
に
お

い
て
常
選
役
員
等
が
次
の
と
お
り
選

任
ま
た
は
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

敬
称
格

河
東
中
島

区
長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

山石山佐
下 原 下 野

譲 和 孝 武
二義 弘夫

西
条
一
区

区
長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

築
地
新
居

区
長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

中
込
孝
一

金
丸
今
朝
男

角

野

佳

男

長

沢

丈

夫

内松 i可
藤木野

邦
武明勝

田
中

-'A川1
 

4

ヨJ
ド.i
 

町
職
員
採
用
及
び
退
職
者

新
採
用

長
田
信
夫
(
町
長
付
)

保
坂
正
造
(
町
長
付
)

深
川
和
彦
(
教
育
委
員
会
)

清
水
博
文
、
沢
木
こ
の
ゑ
、

泉
幸
弘
、
清
水
博
文
、
沢
木

こ
の
ゑ
、
藤
原
広
幸
、

退嘱
職託



農
地
銀
行
が
ス
タ
ー
ト

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す

農
用
地
の
有
効
利
用
、
担
い
手
の
育
成
と
規
模
拡
大
、
水
回
転
年
守

の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
町
の
農
地
を
ど
う
活
用
し
、
町
の
農
業
振
興

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
:
:
:
地
域
に
と
っ
て
も
、
農
家
に
と
っ

て
も
緊
急
の
課
題
で
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
従

来
か
ら
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
充
実
を
図
る

た
め
農
用
地
利
用
増
進
事
業
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
事
業
の
円
滑
化
を
図
る
よ
う
、
四
月
一
日
か
ら

「昭
和

町
農
地
銀
行
L

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
す
で
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

報A A 

特
典
に
は
税
法
上
の
優
遇
も

町

後
継
者
不
足
や
兼
業
化
が
進
む
本

町
の
農
業
は
、
不
作
付
け
農
地
や
耕

作
放
棄
地
が
増
大
し
、
せ

っ
か
く
の

農
地
が
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
ま
た
一
方
で
は
、技

術
や
設
備
を
も
っ
た
意
欲
あ
る
農
業

経
営
者
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
方
々
は

経
営
規
模
拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

和昭

そ
こ
で
、
意
欲
あ
る
農
業
経
営
者

に
、
荒
-
任
り
初
本
作
付
け
農
地
を
有

効
利
用
を
し
て
も
ら
っ
と
同
時
に
、
経

営
規
模
の
拡
大
を
図
っ
て
も
ら
お
う

と
考
え
ら
れ
た
の
が
こ
の
制
度
で
す
。

運
営
に
は
、
信
頼
あ
る
農
業
委
員

を
中
心
に
推
進
員
を
委
嘱
、
農
地
を

貸
し
て
も
よ
い
と
い
う
農
家
の
発
掘

や
受
け
手
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

そ
の
掘
り
起
こ
さ
れ
た
農
地
を
各
種

四
月
九
日
開
催
の
選
挙
管
理
委
準
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
コ
ヲ
月

員
会
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
昭
和
前
の
住
民
基
本
台
帳
登
録
記
載
者

町

長

選

挙

期

日

を

ま

霊

挙

権

が

あ

り

次

の

と

お

り

決

定

町

長

選

挙

日

は

引

す

。
な
お
、
選

し
ま
し
た
。

五
月
十
六
日
に
決
定
挙
人
名
薄
の
縦
覧

告

示

五

月

九

日

期

間

は

、

五

月

九

日

、

十

日

両

日

選
挙
日
五
月
十
六
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

昭
和
五
十
七
年
五
月
七
日
が
基
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

(5) 

の
流
動
化
施
策
に
結
び
つ
け
、
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
窓
口
と
な
る
の
が
農
地
銀
行

で
、
役
量
肢
業
委
員
会
が
事
務
局
と

な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
、
農
家
の
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
、
農
地
の
貸
し
借
り
、

交
換
、
売
買
が
で
き
る
よ
う
次
の
特

典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮
厭
地
の
貸
し
借
り
等
に
農
地
法
の

許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

盆
厩
地
を
貸
し
て
も
約
束
の
期
限
が

く
れ
ば
離
作
料
を
払
わ
な
く
て
も
確

実
に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

③
こ
の
適
用
農
地
売
買
に
は
、
所
得

税
で
五
百
万
円
(
一
般
百
万
円
)
の

控
除
や
登
録
免
許
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
(
た
だ
し
農
用
地
区
内
に
限
る
)

③
所
有
権
移
転
登
記
に
つ
い
て
は
、

町
で
一
定
の
手
続
き
を
し
て
も
ら
え

ま
す
。

青
少
年
育
成
推
進
員

四
月
一
日
付
で
、
青
少
年
育
成
推

進
員
に
次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

(
敬
称
略
)

塩
沢
登
(
一
区
)
五
味
義
章
(
二
区
)

飯
島
嶺
周
(
清
水
)
北
瓜
昭
夫

(新

田
)
花
形
武
彦
(
押
越
)
河
澄
常
雄

(
中
島
)
福
井
尊
正
(
阿
原
)
九
茂

利
彦

(築
地
)
小
沢
弘
(
飯
喰
)
今

村
徹

(河
西
)
井
上
俊
男
(
上
河
東
)

塚
原
博
明

(上
河
東
二
区
)

西
条
一
区
の
飯
島
勝
子
さ
ん
は
、

永
年
地
域
の
青
少
年
活
動
に
物
心
両

面
か
ら
尽
力
し
た
り
、
一
日
数
回
、

時
報
や
天
気
予
報
を
は
じ
め
、
会
合

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
で
根
性
づ
く
り
の
お
知
ら
せ
、
落
し
物
等
を
放
送
で

築
地
育
成
会
知
ら
せ
、
畑
仕
事
や
屋
外
で
働
い
て

築
地
育
成
会

(丸
茂
利
彦
会
長
)

い
る
人
達
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い

は
、
数
年
前
か
ら
冬
季
(
一
月
か
ら
ま
す
。
こ
の
熱
意
と
努
力
が
今
回
認

三
月
)
の
毎
週
日
曜
日
に
、
早
期
マ
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ラ
ソ
ン
を
実
施
し
て
、
忍
耐
、
勇
気
「
家
庭
の
日
」
の
缶
四
、
三
名
ガ
入
選

友
情
等
き
び
し
さ
に
耐
え
る
根
性
づ
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」

く
り
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
と
定
め
県
民
運
動
が
進
め
ら
れ
て

と
か
く
、
少
年
の
行
事
は
レ
ク
リ
い
ま
す
。

ェ
l
シ
ョ

ン
の
行
事
ば
か
り
に
な
り
こ
の
運
動
の
普
及
徹
底
を
図
る
た

が
ち
で
す
が
、
地
域
性
を
生
か
し
た
め
、
「
家
庭
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
作
品

心
身
の
鍛
練
に
大
人
が
率
先
し
て
、
の
募
集
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
応
募
し

少
年
達
の
た
く
ま
し
い
体
力
づ
く
り
た
次
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。

に
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
作
文
の
部

(敬
称
略
)

団
体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

望
月
な
な
子
(
一
区
)
保
坂
桂
子
(
押
越
)

永
い
間
地
域
に
生
活
情
報
を
提
供
短
歌
の
部

西
条
一
区
の
飯
島
さ
ん
高
野
夏
子
(
二
区
)

一
昭
和
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
せ
ん
か
ら
国
保
の
診
療
も
受
け
ら
い

…
る
と
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
む
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
そ
川

こ

怠

)

市

…
も
の
と
し
て
、
一
世
帯
に
一
割
応
の
と
き
の
医
療
費
は
全
部
自
…

日
枚
の
保
険
証
が
交
付
き
れ
ま
ナ
-
一
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

一
す
。
保
険
証
は
お
医
者
に
か
い
リ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
…

一
か
る
と
き
、
あ
な
た
が
国
保
た
シ
よ
う
に
、
お
医
者
に
か
か
る
叶

…
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
は
保
と
き
に
は
必
ず
保
険
証
を
提
…

…
証
明
す
る
と
と
も
に
、
大
切
駈
園
出
し
、
診
療
が
終
っ
た
ら
丸

山
な
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
。
指
し
て
も
ら
う
習
慣
を
身
に
つ
ν

圃

唱

-.E.

…瓦
保
険
証
が
な
け
れ
ば
、
被
保

ι旬何
け
て
お
き
ま
し
よ
よ
、
う
つ
九
。

…
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
ま

川
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た
場
合
は
、
一
月
に
つ
き
差
額
の

一

万
五
千
円
)
に
、
年
一
割
の
利
息
を

付
し
て
家
主
に
支
払
え
ば
、
家
賃
の

不
払
い
を
理
由
に
契
約
を
解
除
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
法
務
局
へ

仏
舎
利
塔

井
上
ま
さ
江

病
む
わ
れ
に
姉
の
手
い
け
の
猫
柳

矢
崎
竜
星

猫
柳
言
葉
か
ざ
ら
ぬ
友
と
い
て

内
藤
ふ
く
次

夢
多
き
お
け
い
こ
帰
え
り
や
猫
柳

中
沢
静
代

老
人
ク
ラ
ブ
に
誘
ふ
友

河
田
好
子

歩
き
初
め
て
児
よ
く
こ
ろ
ぶ

松
岡
満
子

渡
れ
ば
里
よ
猫
柳

輿
石
さ
ゐ
代

ひ
た
ひ
た
と

桑
原
亙
寅

猫
柳

ゆ
る
き
両
脚

(6) 

i

二
年
ほ
ど
前
か
ら
、
家
賃
四

〈

間

〉!
万
円
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
先
日
、
家
主
が
「
家
賃

を
六
万
円
に
値
上
げ
す
る
」
と
通
知

し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
考
え
て
も
二

万
円
の
値
上
げ
は
納
得
い
か
な
い
の

で
今
ま
で
ど
お
り
、
四
万
円
の
家
賃

を
持
っ
て
家
主
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
、

「六
万
円
で
な
け
れ
ば
受
け
と
ら
な

応
じ
な
い
場
合
は
、
一
談

出

て

い

っ

て

も

ら

阻

う

」

と

、

受

け

取

縛

供

託

所

に

預

け

れ

ば

り

を

拒

否

さ

れ

ま

ゆ

し
た
。
家

主

の

言

問

家

主

に

支

払

っ

た

の

と

う

と

お

り

、

値

上

の

げ

を

認

め

る

か

、

し

同

じ

効

果

が

得

ら

れ

ま

す

立
ち
退
く
か

l
二

ら

つ

に

一

つ

し

か

な

暮

い
の
で
し
ょ
う
か
?

=
一
般
に
家
賃
の
値
上
げ
は
家

〈

ロ

〉:
主
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て、

つ
ま
り
値
上
げ
の
通
知
が
あ
な
た
の

手
元
に
届
い
た
と
き
に
、
そ
の
効
果

が
生
ず
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
合
、
値
上
げ
額
に
つ
い
て
、

と
P

め

家
王
と
借
家
人
と
の
協
議
が
調
わ
な

い
と
き
は
、
相
当
と
考
え
る
額
の
家

賃
を
支
払
お
う
と
し
て
も
、
支
払
え

な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

報広町和昭

と
こ
ろ
で
、
他
人
か
ら
土
地
や
建

物
を
賃
借
し
て
い
る
借
家
(
地
)
人

は
、
①
契
約
で
定
め
ら
れ
た
場
所
で
、

②
定
め
ら
れ
た
支
払
い
月
に
、

③
定

め
ら
れ
た
額
の
賃
料
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
、
こ
の

賃
料
の
支
払
い
が
な
さ
れ
な
い
と
債

務
不
履
行
と
な
り
、
借
家
(
地
)
人

は
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
義
務
を
負

う
と
と
も
に
、
家
(
地
)
主
に
よ
っ

て
賃
貸
借
契
約
が
解
除
さ
れ
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
家
主
が
賃

料
の
値
上
げ
を
主
張
し
て
、
そ
れ
ま

で
の
額
の
家
賃
を
受
け
取
ら
な
い
な

ど
、
家
主
側
の
事
情
に
よ
っ
て
借
家

人
が
家
賃
に
よ
る
支
払
い
義
務
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
「
弁

済
供
託
制
度
」
を
利
用
す
る
と
い
い

で
し
ょ
、
っ
。

こ
れ
は
、
あ
な
た
が
自
分
で
適
正

と
思
う
家
賃

(
今
ま
で
ど
お
り
四
万

円
が
妥
当
と
す
る
な
ら
四
万
円
。
五

千
円
の
値
上
げ
が
妥
当
と
思
う
と
き

は
四
万
五
千
円
)
を
国
の
機
関
で
あ

る
供
託
所

(法
務
局
)
に
預
け
る
こ

と
で
、
実
際
に
中
本
王
に
支
払
い
を
し

た
の
と
同
じ
?
法
律
上
の
効
果
が
得
ら

れ
る
も
の
で
す
。

後
に
、
裁
判
の
確
定
な
ど
に
よ
っ

て
家
王
の
請
求
す
る
六
万
円
が
家
賃

と
し
て
適
正
と
さ
れ
た
場
合
で
も
、

そ
れ
ま
で
の
供
託
額
で
不
足
す
る
額

(仮
に
四
万
五
千
円
を
供
託
し
て
い

H
E
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川

ゲ

l
ト
ボ

l
ル

で

健

康

づ

く

り

に

練

習

を

し

て

い

ま

す

が

、

ふ

だ

ん

t
t
E

あ
ま
り
体
を
動
か
す
こ
と
の
な
い
私

H

額

量

押

越

の

山

田

さ

ん

た

ち

に

と

っ
て
、
適
度
に
体
を
動
か

川

爾
機
騒

手
軽
に
親
し
め
る
お
が
、
こ
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し
て
す
こ
の
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
は
、
健
康
増

川

露
経
纏
年
寄
り
の
ス
ポ
ー
ツ
と
き
た
押
越
の
山
田
美
明
き
ん
を
紹
介
進
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
、

川

際
機
盤

し
て
人
気
の
あ
る
ゲ

l

し
ま
し
ょ
う
。

山
田
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

川
ト
ボ

l
ル
は
、
こ
こ
数
年
急
激
に
山
固
さ
ん
は
現
在
六
十
九
歳
、
若
数
年
は
医
者
通
い
を
し
た
こ
と
が
な

川
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
町
内
で
も
い
と
き
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
で
、
い
と
話
す
山
田
き
ん
は
、
一
昨
年
に

川
早
く
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
特
に
剣
道
は
四
段
の
腕
前
で
す
。
こ
国
保
連
合
で
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
ほ
か
に
も
つ
り
や
囲
碁
六
十
五
歳
以
上
で
組
織
し
た
こ
の

M

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
趣
味
ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
現
在
会
員
は

仰

を
持
ち
、
現
在
は
町
ゲ
l

百
九
十
名
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い

川

ト
ボ

l
ル
部
の
部
長
と
し
ず
れ
は
若
い
人
達
ま
で
層
を
広
げ
、

ゆ

て
活
躍
中
で
す
。

町
内
大
会
な
ど
も
企
画
し
て
み
た
い

「
神
社
や
境
内
の
あ
き
と
、
六
十
九
歳
の
青
年
?
は
楽
し
そ

一

地
を
利
用
し
て
は
定
期
的
う
に
語
っ
て
い
ま
じ
た
。

町
/
氏
/
俳
/
匂

「
猫
柳
」

猫
柳
の
こ
と
に
も
触
れ
て
主
婦
日
記

清
水
博
文

活
け
て
縁
談
の
客
迎
う

上
田
栄
月

瞳
や
さ
し
き
猫
柳

伊
藤
春
江

紳
た
ぐ
り
て
猫
柳

高
野
久
枝

猫
柳

猫
柳

猫
柳

こ
の
橋
を

唖
の
娘
の

猫
柳

水
に
機
織
る

は
ら
か
ら
の



報

日
本
は
か
先
進
国
。
と
わ
た
し
た

ち
は
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
H

鳥。

か
ら
見
た
日
本
は
、
ど
う
も
先
進
国

と
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

最
近
は
日
本
人
も
鳥
類
保
護
に
大

き
な
関
心
を
持
ち
始
め
て
お
り
、
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
(
野
鳥
観
察
)

や
野
鳥
の
保
護
を
主
な
活
動
と
し
て

い
る
「
日
本
野
鳥
の
会
」
の
会
員
を

見
て
も
、
十
年
前
は
三
千
人
足
ら
ず

で
し
た
が
、
現
在
で
は
一
万
二
j
三

千
人
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、
野

鳥
の
生
態
を
観
察
し
た
り
、
声
を
聞

-・・・長時
2

・・・・・・・・・・・・

i
E
P
E
E
r
ご

=
E

バ
ー
ド

広町和昭(7) 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

い
て
自
然
に
親
し
む
の
で
す
が
、
何

も
重
装
備
を
し
て
山
に
入
ら
な
け
れ

ば
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
。
意
外
と
わ
た
し
た
ち
の
身
の

回
り
で
も
双
眼
鏡
一
つ
で
手
軽
に
で

き
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
な
ど

を
見
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
都

会
の
人
で
も
手
軽
に
で
き
ま
す
。
ふ

だ
ん
見
慣
れ
て
い
る
せ
い
か
、
あ
る

い
は
見
近
に
た
く
き
ん
い
る
せ
い
か
、

つ
い
そ
の
存
在
を
忘
れ
て
し
ま
い
が

ち
の
こ
の
鳥
た
ち
も
、
じ
っ
く
り
見

る
と
、
一
羽
一
羽
の
表
情
や
仕
草
の

築地新居が優勝

第二回町内一周駅伝大会

花冷えの 4月4日、町体育協会主催の第二回町

内一周駅伝大会が、各部落12チームが参加して押

原中を発着点に開催されました。
二回目の今大会は、大勢の人たちに観覧しても

らおうと、各部落の通過を考えコースを選定、町内

を二周する 27:~~にわたって健脚を競いました。
その結果、優勝に築地新居、準優勝に河東中島、

三位に上河東が入賞し ました。

なお、区間優勝者は次の方々です。

区間優勝者一

違
い
が
わ
か
り
、
新
た
な
発
見
を
す

る
そ
つ
で
す
。

五
月
十
日
か
ら
一
週
間
は
愛
鳥
週

間
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
手
軽
に

で
き
る
バ
ー
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
、

新
し
い
自
然
と
の
接
点
を
み
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

(
敬
称
略
)

覧

工区第 十第区 九区第 区第八 第七区 第六区 五第区 第四区 第区 第区 第一区 区間名

井上 下山 山田 雨宮
大野やよ 込中

緬隆夫図 加章子賀
風間 横内 井上 氏

武 聖光 秀オ 隆夫 由香 和美 俊司 名い裕

上河東 築語居 t館甲 河束島中 紙漉阿原 西ー区条

上上

河東島中 築地新居 上-東 ETムE 河河

東東

ふ
だ
ば
文
庫

今
月
は
押
越
の
樋
口
久
美
子
さ
ん

が
運
営
し
て
い
る
ふ
た
ば
文
庫
を
訪

問
し
ま
し
た
。

開
設
の
動
機
は
、
ふ
た
ば
会
(
町

主
催
の
幼
児
学
級
O
B
の
集
ま
り
)

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
た

と
き
、
子
ど
も
た
ち
が
た
い
へ
ん
興

味
を
示
し
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に

会
を
バ
ッ
ク
に
開
設
し
た
と
館
長
の

樋
口
き
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

も
っ
す
ぐ
七
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

い
ま
ま
で
大
勢
の
人
た
ち
に
親
し
ま

れ
て
き
た
こ
の
図
書
館
は
、
利
用
者

5月中には開局、期待される防災無線

昨年 8月に工事着手した防災無線は、工事費6，
200万円を投入して3月で工事完了。 5月中には開

局できるよう現在準備が進められています。

この防災無線システムは、役場を基地局にして、

町内24ヵ所に鋼管柱(パンザーマス ト)を立てて

無線スピーカーによる放送を行うとともに、移動

局26を用意しで情報の収集を行います。移動局は、

各区の代表者や町有自動車などに取り付け、ボタ

ン一つで基地局と交信ができるようになっていま

す。
地震などの災害時の強化を図るため設置したも

のですが、生活情報等も「早く、広く、的確」に

伝達できるなど、利用度が大きいこの防災無線に

は、大きな期待がかけられています。
〉等嵩~量金耳~嵩争裁嵩金〈担金〈津~演令〈担金〈岩金〈嵩金〈演〉母量〈

の
増
加
を
図
る
た
め
、
手
作
り
工
作

や
本
の
読
み
き
か
せ
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
女
子
大
生
に
よ
る
紙
芝
居
な

ど
を
定
期
的
に
実
施
し
て
き
ま
L
た

ま
た
、
今
年
一
月
か
ら
は
子
ど
も
た

ち
に
自
主
性
を
も
た
せ
る
よ
、
つ
貸
し

出
し
帳
を
取
り
ん
れ
て
、
利
用
者
の

増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
は
毎
週
土
曜
日
の
一
時

か
ら
三
時
ま
で
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
が
、
塾
へ
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
四
時
頃
ま
で
開
放
し
て

い
る
そ
う
で
す
の
で
お
お
い
に
利
用

く
だ
さ
い
。
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一一一春期経口生ポリオワクチン投与一一

5月12日(水)

中央公民館

昭和53年 5月19日~昭和57年 1月31日までの

出生児。

携行品母子健康手帳、問診票

※当日に都合の悪い方は 5月18日(火)に実施します。な
お、 1ヵ月以内に麻しん、 3種混合、 BCG等などの予防
接種をした幼児は該当しません。

午後 1時-2時実施日時

場所

該当児

一一一乳児整形外科検診一 一一

5月27日(本)

中央公民館

午後 1時30分-2時30分

昭和56年12月 1日~昭和57年 3月31日までの

出生児。

母子健康手帳

午後 1時-1時30分(受付)実施日時

場所

検診時間

該当児

母子健康手帳交付

及び妊婦相談日

日時 5月1日・15日

午前9時~

11時30分

場所中央公民館

※当日印鑑をお持ち

下さい。

一不用犬収集日

日時 5月7日

午前10時

場所旧役場前

※収集車がくるまで

は飼主もいっしょに

いて下さい。

可燃物・不燃物収集日

日平呈 曜日 内 n廿- 地 区

4日 火 可燃物 全地区

6日 木 11 11 

7日 金 ガラス類 11 

10日 月 可燃物 11 

13日 木 11 11 

17日 月 11 11 

19日 71< 金 属類 西条地区

20日 木 可 燃物 全地区

21日 金 金 属類 押原・常永

24日 月 可燃 物 全 地 区

27日 木 11 11 

31日 月 11 11 

日

携行品

一一一一乳児健康相談

受付時間

午後 1時30分

-2時

母子健康手帳、食べものについての質問
票、パスタオル、オムツ・ミルク

携行品

5月26日(水)午後1時-2時

中央公民館

昭和53年 6月30日~昭和55年 3月16日まで

の出生児(第 1期 3回目)。第 1期 3回目の

接種目から l年以上が過ぎ 1年 6ヵ月以内

に第 2期目が該当する幼児(ただし 5歳 6ヵ

月までの幼児に限る)

母子健康手帳、問診票

3種混合予防接種一一一

実施日時

場所

該当児

携 行 品

旬
、
〉
匂

ふ
と
句

匂

い

M
べ
匂

匂

ゐ

匂

昭
和
五
十
七
年
二
月
六
日
以
降

婚

姻

氏

名

住

所

野
津
俊
一

}
築
地
新
居

村

松

欣

子

望

月

昭

三
)

押

越

八

木

洋

子

磯

部

圭

三

i

}

築

地

新

居

山

中

治

美

由
白
回
融
笠
M
V

)
築

地

新

居

田
港
富
美
江

五

味

義

差F
)
西

条

二

区

長
谷
川
真
理

秋

山

一

専
1
)
紙

漉

阿

原

坂
本
喜
久
美

来

長

一

弘

イ

j

-

1

}

上
河
東
二
区

樋

泉

協

子

小

川

道

夫

)
西
条
二
区

丸
茂
三
枝
子

小

尾

明

博

)
西
条
二
区

矢

用

清

美

士
む
け
川

」
一

;
3

イ
)
河
東
中
島

野
呂
瀬
美
恵

神
宮
寺
良
吉

)
河
東
中
島

雨

宮

和

美

山

本

嘉

弘

i

)

河

東

中

島

伊
藤
留
美
子
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o ，可

太

田

充

塚

原

久

美

芦
津

二
郎

武
井
智
恵
美

竹

内

克

憲

望

月

豊

子

出

氏

名

深

川

雄

太

大
野
き
ゅ
り

神

田

麻

弥

今

村

寿

香

松

本

渚

水

越

弘

訓

雨

宮

一

史

笹
本
き
く
ら

平

岡

彩

保

坂

恵

理

赤

池

大

介

望

月

恵

美

佃

幸

志

郎

大
野
、
え
り
か

小
島
由
希
子

長
谷
川
昌
一

山
田

太
一

海
野
は
る
か

磯

部

和

見

小

河

原

萌

土

橋

真

美

野

津

巧

下
司
由
美
子

生

父
の
名

謹

一
常

雄{寸
好

房栄祐品

清

巳
千

秋

'

孝

明
広

一

美

則エ貝

健

志

文

男

勝

一
澄

男
秀

才
政

文

俊

登
貴

仁登誠
勝

彦

清

水

新

居

上
河
東
二
区

西

条

二

区

住

所

西

条

一

区

西

条

二

区

上
河
東
二
区

河

西

河

西

上
河
東
二
区

河

東

中

島

清

水

新

居

西

条

二

区

上
河
東
二
区

上
河
東
二
区

河

東

中

島

西

条

二

区

西

条

新

田

河

西

西

条

二

区

押

越
河

西

飯

喰
上
河
東
二
区

西

条

二

区

西

条

一

区

西

条

新

田

(
敬
称
略
)


